
6

～『中小企業白書（2016年版）』を読んで～

　

平
成
27
年
度
『
中
小
企
業
白
書
』（
以

下
、『
白
書
』）
は
本
年
４
月
22
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
。
昨
年
度
か

ら
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
『
小
規

模
企
業
白
書
』
も
同
日
、
併
せ
て
公
表

さ
れ
た
。
今
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
中

小
企
業
の
『
稼
ぐ
力
』」。『
白
書
』
全
体

を
読
ん
で
み
て
、
わ
が
国
の
中
小
企
業

の
経
営
者
、
中
小
企
業
で
働
く
人
々
、

及
び
す
べ
て
の
中
小
企
業
関
係
者
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
要
約
す

る
と
、
お
そ
ら
く
以
下
の
２
点
に
集
約

さ
れ
る
。

● 

わ
が
国
経
済
は
、
一
部
に
弱
さ
は
見

ら
れ
る
も
の
の
、
緩
や
か
な
回
復
基

調
に
あ
り
、
企
業
収
益
の
拡
大
や
賃

金
の
上
昇
、
雇
用
の
拡
大
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
消
費
の
拡
大
や
投
資
の

増
加
が
更
な
る
企
業
収
益
の
拡
大
に

結
び
つ
く
と
い
う
、「
経
済
の
好
循
環
」

が
生
ま
れ
始
め
て
い
る
。

● 
上
場
企
業
の
み
な
ら
ず
中
小
企
業
に

お
い
て
も
経
常
利
益
は
過
去
最
高
水

準
に
達
し
、
倒
産
件
数
が
減
少
し
、
中

小
企
業
の
事
業
者
数
の
減
少
の
ペ
ー

ス
は
緩
や
か
な
も
の
と
な
っ
た
今
こ

そ
、
個
々
の
企
業
が
「
稼
ぐ
力
」
を

高
め
る
た
め
の
「
未
来
に
向
け
た
投

資
」
を
決
断
し
、「
攻
め
の
経
営
」
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
２
０
１
５

－

未
来
へ
の
投
資
・
生
産
性
革
命

－

」

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
と
一
致
し
た

内
容
で
あ
り
、
今
回
の
『
白
書
』
の
内

容
は
現
在
の
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
の

考
え
方
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　
『
白
書
』
は
第
１
部
と
第
２
部
か
ら
な

り
、
第
１
部
で
は
日
本
経
済
の
現
状
と

中
小
企
業
の
お
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て

概
説
さ
れ
る
。「
経
済
の
好
循
環
」
が
生

ま
れ
始
め
て
い
る
と
は
い
え
、
中
小
企

業
に
と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
厳
し
い
状

況
の
な
か
で
も
業
績
の
よ
い
企
業
や
成

長
し
て
い
る
企
業
は
一
定
程
度
存
在
す

る
。
第
２
部
で
は
そ
の
よ
う
な
好
業
績

企
業
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る

の
か
、
好
業
績
企
業
と
そ
う
で
な
い
企

業
と
の
差
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ

る
の
か
、を
と
く
に
「
Ｉ
Ｔ
化
」「
国
際
化
」

に
焦
点
を
当
て
て
説
明
し
て
い
る
。

　

国
外
で
は
、
中
国
経
済
の
成
長
に
陰

り
が
見
え
、
原
油
価
格
の
下
落
に
よ
る

新
興
国
経
済
の
動
向
に
も
不
透
明
な
部

分
が
多
い
。
欧
州
で
は
移
民
・
難
民
の

は
じ
め
に

Ⅰ
．

プロフィール

1990年慶應義塾大学大学院商学研究科博士課程修了。常磐大学短期大学

部専任講師を経て1994年桜美林大学経済学部専任講師。2003年より現

職。日本中小企業学会理事。日本経済政策学会理事。著書に『地域インキュ

ベーションと産業集積・企業間連携』（三井逸友編著：御茶の水書房）

『日本と東アジアの産業集積研究』（渡辺幸男編著：同友館）など。

桜美林大学経済・経営学系教授　堀　潔

「稼げる企業」とは
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コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（『
白
書
』
第
１
部
）

　

２
０
１
５
年
度
の
わ
が
国
経
済
は
全

体
と
し
て
、
２
０
１
２
年
末
か
ら
の
緩

や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
も
の

の
、
設
備
投
資
や
個
人
消
費
等
の
支
出

面
の
回
復
に
は
遅
れ
が
み
ら
れ
る
。
個

人
消
費
は
、
２
０
１
４
年
４
月
の
消
費

税
増
税
の
影
響
や
、
消
費
者
物
価
の
上

昇
に
伴
う
実
質
賃
金
の
低
下
も
あ
っ
て

増
加
や
テ
ロ
へ
の
脅
威
が
各
国
お
よ
び

欧
州
全
体
の
政
治
・
経
済
・
社
会
状
況

を
混
乱
さ
せ
て
い
る
。
国
内
に
目
を
転

じ
れ
ば
、
今
年
４
月
の
熊
本
地
震
を
は

じ
め
と
す
る
自
然
災
害
の
頻
発
や
、
有

名
大
企
業
に
よ
る
不
正
行
為
の
発
覚
な

ど
も
あ
り
、
政
府
の
楽
観
的
な
見
通
し

と
は
裏
腹
に
、
先
行
き
不
透
明
な
要
素

は
増
え
る
一
方
で
あ
る
。
現
実
に
は
こ

う
し
た
不
確
実
な
要
素
へ
の
対
応
、
と

い
う
意
味
で
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
。『
白
書
』

で
は
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
も
分
析
と

先
進
事
例
の
紹
介
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
『
白
書
』
の
内
容

を
簡
単
に
説
明
し
た
後
、『
白
書
』
か
ら

学
ぶ
べ
き
点
な
ど
に
つ
い
て
い
く
つ
か

伸
び
悩
ん
で
お
り
（『
白
書
』
第
１

－

１

－

５
図
）、
民
間
企
業
設
備
投
資
も
、

未
だ
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準

に
達
し
て
い
な
い
（『
白
書
』
第
１

－

１

－

10
図
）。
そ
の
一
方
で
、
雇
用
環

境
は
改
善
を
続
け
、
国
民
全
体
の
稼
ぎ

で
あ
る
雇
用
者
報
酬
も
増
加
し
て
お
り
、

企
業
の
経
常
利
益
も
過
去
最
高
水
準
に

あ
る
な
ど
、
消
費
、
投
資
を
取
り
巻
く

環
境
は
改
善
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

今
後
は
、
個
人
消
費
は
持
ち
直
し
に
向

か
い
、
設
備
投
資
は
増
加
し
、
景
気
は

緩
や
か
な
回
復
に
向
か
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

中
小
企
業
の
状
況
は
、
足
下
で
は
業

況
判
断
Ｄ
Ｉ
の
動
き
に
弱
さ
も
見
ら
れ

る
も
の
の
、
経
常
利
益
は
過
去
最
高
水

準
に
達
し
、
倒
産
件
数
は
25
年
ぶ
り
の

低
水
準
に
あ
る
な
ど
、
改
善
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
常
利
益
の
増

加
は
、
人
件
費
や
原
油
・
原
材
料
費
等

の
低
下
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
売

上
の
拡
大
を
伴
っ
て
い
な
い
（
図
１
）。

そ
の
た
め
、
設
備
投
資
額
は
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準
に
達
し
て
お

ら
ず
、
設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、
ま

た
、
人
手
不
足
は
深
刻
化
し
て
き
て
い

る
。
し
か
し
『
白
書
』
は
、「
中
小
企
業

が
過
去
最
高
の
経
常
利
益
を
あ
げ
て
い

る
い
ま
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
背

景
と
し
た
人
手
不
足
、
設
備
の
老
朽
化

と
い
っ
た
課
題
に
向
き
合
い
、「
稼
ぐ
力
」

を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

し
て
い
る
。

（『
白
書
』
第
２
部
第
５
章
ま
で
）

　
「
稼
ぐ
力
」
を
強
化
す
る
こ
と
は
す

な
わ
ち
生
産
性
を
改
善
す
る
こ
と
で
あ

る
。
平
均
値
で
見
れ
ば
中
小
企
業
の
生

産
性
は
大
企
業
の
そ
れ
を
下
回
る
が
、

業
種
別
に
み
れ
ば
同
業
大
企
業
の
平
均

を
上
回
る
中
小
企
業
が
一
定
程
度
存
在

す
る
（『
白
書
』
第
１

－

３

－

４
図
）。

必
ず
し
も
「
規
模
が
大
き
け
れ
ば
生
産

性
は
高
く
な
る
」
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。『
白
書
』
第
２
部
に
お
い
て
は
、

中
小
企
業
が
雇
用
全
体
の
７
割
を
担
う

現
状
を
も
考
慮
し
て
、
生
産
性
の
高
い

中
小
企
業
を
ど
う
増
や
し
て
い
く
か
と

い
う
観
点
で
、「
稼
ぐ
力
」
の
あ
る
中
小

企
業
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
の
か
、
企
業
の
具
体
的
な
取
組
み
に

焦
点
を
当
て
て
分
析
を
進
め
て
い
る
。

１
． 

長
期
的
な
「
右
肩
下
が
り
」
の
下

で
「
稼
ぐ
力
」
を
ど
う
高
め
る
か

（『
白
書
』
第
２
部
第
１
章
）

　

言
う
ま
で
も
な
い
が
、「
稼
ぐ
」、
つ

ま
り
利
益
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
売
上

を
増
や
す
か
支
出
を
減
ら
す
か
、
少
な

く
と
も
ど
ち
ら
か
一
つ
が
必
要
で
あ
る
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
ま
ず
は
こ

の
先
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
事
業
を

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
や
っ
て
い
て
も
売

上
は
伸
び
な
い
。
業
種
や
規
模
等
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

む
し
ろ
右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。
人
口
減

緩
や
か
な
景
気
回
復
を

好
機
に

Ⅱ
．

「
稼
ぐ
力
」
を
高
め
る

「
Ｉ
Ｔ
化
」「
国
際
化
」

Ⅲ
．

出所：『白書』第1-2-12図

…
…
…

図1 経常利益の要因分解(2009年と2015年の第1-4四半期の平均増加分)
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出所：『白書』第2-3-17図

少
の
影
響
で
中
長
期
的
に
は
国
内
市
場

は
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
し
（『
白
書
』

第
２

－

１

－

５
図
）、
大
企
業
の
事
業

転
換
や
海
外
展
開
等
に
と
も
な
っ
て
い

わ
ゆ
る
下
請
け
取
引
へ
の
依
存
度
は
低

下
す
る
一
方
で
あ
る
（『
白
書
』
第
２

－

１

－

２
図
お
よ
び
第
２

－

１

－

３

図
）。
中
小
企
業
と
い
え
ど
も
売
上
拡

大
の
た
め
に
は
外
需
獲
得
を
何
ら
か
視

野
に
入
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
労
働
力
の
確
保
も
困
難
に

な
る
こ
と
か
ら
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｔ
）
の
利
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

が
欠
か
せ
な
い
。

２
． 

現
場
の
声
を
重
視
し
た
Ｉ
Ｔ
化
で

「
稼
ぐ
力
」
ア
ッ
プ

　
　
（『
白
書
』
第
２
部
第
２
章
）

　

そ
こ
で
、
中
小
企
業
が
「
稼
ぐ
力
」

を
高
め
て
い
く
た
め
の
重
要
な
一
手
が

「
Ｉ
Ｔ
投
資
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
Ｉ
Ｔ
投
資
」
と
聞
い
て
読
者
の
な
か

に
は
、「
い
ま
ど
き
ど
こ
の
会
社
で
も
社

員
の
デ
ス
ク
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
く
ら
い

あ
る
だ
ろ
う
」
と
か
、「
自
社
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
持
た
な
い
企
業
な
ん
て
あ
る

の
か
」
と
考
え
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
持
っ
て
い
て
も
そ
れ
を
適
切

に
活
用
で
き
て
い
な
い
企
業
は
意
外
に

あ
る
。
例
え
ば
「
自
社
の
経
理
財
務
に

関
す
る
管
理
状
況
」に
つ
い
て
見
る
と
、

全
体
の
４
分
の
１
強
の
中
小
企
業
が
記

帳
す
ら
会
計
専
門
家
に
外
注
し
て
お
り
、

自
社
の
経
営
の
実
態
を
自
ら
把
握
す
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
（『
白
書
』
コ
ラ
ム
２

－

２

－

１
①
図
）。
Ｉ
Ｔ
投
資
を
行
っ
た
企

業
の
ほ
う
が
そ
う
で
な
い
企
業
に
比
べ

て
売
上
高
も
利
益
率
も
高
く
な
っ
て
い

る
の
だ
が
（『
白
書
』
第
２

－
２

－
１

図
）、
そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
て
も
Ｉ
Ｔ

投
資
を
行
わ
な
い
企
業
に
は
「
人
材
が

い
な
い
」「
導
入
効
果
が
わ
か
ら
な
い
、

評
価
で
き
な
い
」
と
い
う
企
業
が
多
い

（『
白
書
』
第
２

－

２

－

11
図
）。
同
じ

こ
と
を
や
っ
て
も
う
ま
く
い
く
企
業
と

そ
う
で
な
い
企
業
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
稼
げ
る
企
業
は
Ｉ
Ｔ
投
資
の
効

果
を
得
る
た
め
に
「
業
務
プ
ロ
セ
ス
や

社
内
ル
ー
ル
の
見
直
し
」「
目
的
・
ビ

ジ
ョ
ン
の
明
示
」「
各
事
業
部
門
、
従

業
員
か
ら
の
声
の
収
集
」
を
行
っ
て
い

る
（『
白
書
』
第
２

－

２

－

14
図
）、
と

い
う
指
摘
は
興
味
深
い
。
中
川（
株
）

（『
白
書
』
事
例
２

－

２

－

１
）
や（
有
）

吉
花
（『
白
書
』
事
例
２

－

２

－

５
）

な
ど
い
く
つ
か
の
事
例
も
、
経
営
者
か

ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
な
く
現
場
の
声

に
耳
を
傾
け
た
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
Ｉ

Ｔ
導
入
で
成
果
を
上
げ
る
「
稼
げ
る
企

業
」
の
姿
を
表
し
て
い
る
。

３
． 

目
的
意
識
を
持
っ
た
「
国
際
化
」

で
「
稼
ぐ
力
」
ア
ッ
プ

　
　
（『
白
書
』
第
２
部
第
３
章
）

　

次
の
一
手
が
「
国
際
化
」
で
あ
る
。

よ
り
具
体
的
に
『
白
書
』
が
着
目
し
て

い
る
の
は
「
輸
出
」「
直
接
投
資
」「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
」
の
３
つ
の
側
面
。

輸
出
や
直
接
投
資
を
行
う
中
小
企
業

は
ま
だ
ま
だ
少
数
派
だ
が
、
10
年
ほ

ど
前
と
比
べ
れ
ば
着
実
に
増
え
て
い

る
（『
白
書
』
第
２

－

３

－

７
図
）。
多

く
の
企
業
は
「
国
際
業
務
の
知
識
・
情

報
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
」「
人
材
を
確

保
で
き
な
い
」、「
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
、

商
社
等
が
確
保
で
き
な
い
」、「
国
内
業

務
が
手
一
杯
で
考
え
ら
れ
な
い
」
な
ど

の
理
由
で
国
際
化
に
は
消
極
的
な
の
だ

が
（『
白
書
』
第
２

－

３

－

19
図
）、
海

外
展
開
投
資
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
果
に

つ
い
て
は
高
収
益
企
業
と
低
収
益
企
業

と
で
は
違
い
が
あ
り
、
高
収
益
企
業
の

方
が
「
売
上
の
拡
大
」、「
海
外
の
新
市

場
・
顧
客
の
開
拓
」
と
い
っ
た
効
果
を

実
感
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（『
白

書
』
第
２

－

３

－

24
図
）。

　

近
年
の
訪
日
観
光
客
の
増
加
に
よ
り

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
で
あ
る
。
国
内
に
い
な
が
ら
訪
日

外
国
人
旅
行
客
の
需
要
を
取
り
込
む
も

の
で
あ
る
た
め
、
輸
出
や
直
接
投
資
に

比
べ
て
取
り
組
み
や
す
い
投
資
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
輸
出
や
直
接

投
資
が
製
造
業
、
と
く
に
機
械
金
属
関

連
の
製
造
業
中
心
で
行
わ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
で
は
店

舗
や
宿
泊
施
設
な
ど
、
小
売
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
が
よ
り
中
心
的
役
割
を
果
た
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
を
す
で
に
実
施
し

て
い
る
企
業
は
小
売
業
で
６
・
１
％
、

サ
ー
ビ
ス
業
で
７
・
５
％
に
と
ど
ま
る

が
、
よ
り
多
く
の
中
小
企
業
が
こ
の
機

会
を
活
か
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に

…
…
…

図２ 業種別に見たインバウンド対応実施企業の割合
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キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど
各
種
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
も
今
後
の
中
小
企
業
経
営

に
は
不
可
欠
と
な
る
（『
白
書
』
第
２

部
第
４
章
）。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
新
た
な
資
金
調
達
手

段
が
注
目
を
集
め
る
な
か
、
中
小
企
業

を
支
え
る
金
融
機
関
の
果
た
す
役
割
も

ま
た
多
様
化
が
見
ら
れ
、
中
小
企
業
と

金
融
機
関
と
の
金
融
面
以
外
で
の
関
係

も
ま
た
発
展
し
て
き
て
い
る
（『
白
書
』

第
２
部
第
５
章
）。
内
容
の
紹
介
は
紙

幅
の
関
係
で
省
略
す
る
が
、
海
外
進
出

に
際
し
事
前
に
想
定
し
て
い
た
許
容
範

囲
を
も
と
に
撤
退
を
決
断
し
影
響
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
た
川
上
機
工（
株
）

（『
白
書
』
事
例
２

－

４

－

３
）
や
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
平
常
時
の
経
費

削
減
や
社
員
教
育
へ
と
つ
な
げ
て
い
る

大
成
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル（
株
）（『
白
書
』

事
例
２

－

４

－

５
）、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
新
製
品
開
発
を
進

め
る（
株
）ニ
ッ
ト
ー
（『
白
書
』
事
例

２

－

５

－

７
）
な
ど
、
興
味
深
い
事
例

が
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（『
白
書
』
第
２
部
第
６
章
）

　

こ
れ
ま
で
の
分
析
を
踏
ま
え
、『
白
書
』

第
２
部
第
６
章
で
は
、
企
業
の
経
営
力

「
稼
げ
る
企
業
」
と
は

Ⅳ
．

取
り
組
む
こ
と
で
、
海
外
需
要
の
獲
得

に
よ
る
売
上
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
（
図
２
）。

　

異
な
る
言
語
、
文
化
、
制
度
の
国
や

地
域
の
企
業
や
人
々
と
一
緒
に
ビ
ジ
ネ

ス
を
行
う
こ
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
予
想
外

の
困
難
が
伴
う
。
必
ず
う
ま
く
い
く
と

は
限
ら
な
い
が
、
海
外
展
開
投
資
に

よ
っ
て
高
収
益
を
上
げ
て
い
る
企
業
は

そ
う
で
な
い
企
業
に
比
べ
て
、
い
く
つ

か
の
点
で
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
、
自

社
製
品
や
自
社
技
術
な
ど
に
自
信
が

あ
っ
た
り
、
海
外
展
開
の
目
標
や
計
画

が
明
確
に
な
っ
て
い
た
り
等
が
『
白
書
』

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（『
白
書
』
第
２

部
第
３
章
第
３
節
「
海
外
展
開
投
資
に

係
る
課
題
と
高
収
益
企
業
の
取
組
」
参

照
）。

４
． 

不
測
の
事
態
へ
の
対
応
も
視
野
に

入
れ
て
、
将
来
へ
の
備
え
を

　
　
（『
白
書
』
第
２
部
第
４
〜
５
章
）

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
不
確
定

要
素
が
あ
る
。
思
わ
ぬ
追
い
風
が
吹
い

て
事
業
が
う
ま
く
い
く
こ
と
も
あ
る
が
、

自
然
災
害
や
事
故
、
海
外
で
の
突
然
の

政
変
や
経
済
危
機
な
ど
で
事
業
が
立
ち

行
か
な
く
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

る
。そ
う
し
た
不
測
の
事
態
に
備
え
て
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
や
情
報
セ

に
着
目
し
、
稼
げ
る
企
業
と
そ
う
で
な

い
企
業
と
の
差
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

と
い
う
意
欲
的
な
問
題
意
識
で
分
析
を

進
め
て
い
る
。『
白
書
』
第
２
部
第
１

章
で
も
あ
っ
た
と
お
り
、
中
小
企
業
と

言
っ
て
も
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
一

様
で
な
く
、
な
か
に
は
平
均
的
な
大
企

業
を
上
回
る
業
績
を
上
げ
て
い
る
企
業

も
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
着
目
し
、『
白
書
』
で
は

売
上
高
経
常
利
益
率
と
自
己
資
本
比
率

の
２
つ
の
指
標
で
大
企
業
平
均
を
上
回

る
か
ど
う
か
で
中
小
企
業
全
体
を
４
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
、
両
指
標
と
も

大
企
業
平
均
を
上
回
る
企
業
を
「
稼
げ

る
企
業
」
と
呼
ん
だ
（
図
３
）。
経
済

出所：『白書』第2-6-5図

産
業
省
「
企
業
活
動
基
本
調
査
」
の

デ
ー
タ
を
用
い
た
サ
ン
プ
ル
企
業
の
う

ち
「
稼
げ
る
企
業
」
の
割
合
は
19
・

０
％
。
経
常
利
益
率
の
み
高
い
「
経
常

利
益
率
の
高
い
企
業
」
は
10
・
３
％
。

自
己
資
本
比
率
の
み
高
い
「
自
己
資
本

比
率
の
高
い
企
業
」
24
・
０
％
、
と
い

う
構
成
比
と
な
っ
た
。
ど
ち
ら
の
指
標

で
も
大
企
業
平
均
以
下
の
「
そ
の
他
の

企
業
」
46
・
７
％
を
加
え
た
４
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
、
２
０
０
４
〜
２
０
１
３

年
度
の
従
業
員
１
人
当
た
り
売
上
高
、

売
上
高
経
常
利
益
率
、
自
己
資
本
比
率

そ
れ
ぞ
れ
の
推
移
を
見
る
と
、
ど
の
指

標
に
お
い
て
も
２
０
０
９
年
度
を
境
に

し
て
、「
経
常
利
益
率
の
高
い
企
業
」
の

業
績
が
相
対
的
に
上
向
き
、「
自
己
資
本

比
率
の
高
い
企
業
」
が
相
対
的
に
低
下

す
る
結
果
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
設
備
投
資
、
人
材
育
成
投
資
、

情
報
化
投
資
に
関
し
て
も
「
経
常
利
益

率
の
高
い
企
業
」
が
「
自
己
資
本
比
率

の
高
い
企
業
」
に
比
べ
て
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
こ
と
、
高
収
益
企
業
は
計

画
的
か
つ
積
極
的
に
投
資
を
行
い
、
ま

た
、
リ
ス
ク
へ
の
備
え
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
、
経
営
者
年
齢
が
上
昇
す

る
ほ
ど
投
資
意
欲
が
低
下
し
リ
ス
ク
回

避
性
向
が
高
ま
る
こ
と
や
、
経
営
者
が

交
代
し
た
企
業
の
方
が
僅
か
な
が
ら
利

図３  経常利益率、自己資本比率に基づいた
中小企業の分類
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益
率
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
示

さ
れ
た
。

１
． 

危
機
感
、
目
標
を
も
っ
て
一
歩
を

踏
み
出
す

　
「
無
借
金
企
業
」
と
聞
く
と
財
務
的

に
も
健
全
な
優
良
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
や
す
い
が
、『
白
書
』
で
は
借
入
が

あ
っ
て
も
負
担
の
軽
い
企
業
の
ほ
う
が

ま
っ
た
く
の
無
借
金
企
業
に
比
べ
て
経

常
利
益
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

分
析
結
果
も
示
さ
れ
た
（『
白
書
』
第

２

－

５

－

60
図
）。
不
透
明
感
が
強
い

現
代
で
は
あ
る
が
、
守
り
一
辺
倒
の
経

営
で
は
将
来
展
望
が
見
出
し
に
く
く
、

か
え
っ
て
あ
る
程
度
の
リ
ス
ク
を
負
い

な
が
ら
積
極
的
に
成
長
の
可
能
性
を
模

索
す
る
企
業
に
「
稼
げ
る
企
業
」
へ
の

展
望
が
開
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
『
白
書
』
全
体
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
も
示
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
そ

し
て
、
わ
が
国
に
は
す
で
に
少
な
か
ら

ぬ
「
稼
げ
る
企
業
」
が
存
在
し
、「
稼
げ

る
企
業
」
に
成
長
す
る
潜
在
的
成
長
可

能
性
の
高
い
企
業
が
多
数
存
在
す
る
こ

と
も
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
前
述
の
と
お
り
、
経

理
財
務
管
理
を
ほ
ぼ
外
注
し
て
い
る
企

業
が
４
分
の
１
強
あ
る
と
か
、
中
小
企

業
に
と
っ
て
の
海
外
展
開
投
資
が
「
重

要
で
な
い
」
と
考
え
る
企
業
が
８
割
に

も
及
ぶ
（『
白
書
』
第
２

－

３

－

18
図
）

な
ど
、
自
社
の
成
長
発
展
に
つ
い
て
あ

ま
り
積
極
的
で
な
い
企
業
も
少
な
か
ら

ず
存
在
す
る
こ
と
も
ま
た
事
実
の
よ
う

で
あ
る
。
わ
が
国
の
現
在
の
経
済
社
会

状
況
を
危
機
感
を
持
っ
て
理
解
し
、
Ｉ

Ｔ
化
や
国
際
化
な
ど
を
通
じ
て
、
明
確

な
目
標
を
持
っ
て
「
稼
ぐ
力
」
の
獲
得

に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し

い
。

２
． 
同
業
他
社
、
地
域
の
仲
間
た
ち
と

と
も
に

　

今
回
の
『
白
書
』
は
個
別
企
業
の
経

営
戦
略
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
で
あ
っ

た
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
中
小
企
業

は
保
有
す
る
経
営
資
源
に
限
り
が
あ
る

の
で
、
お
互
い
に
足
り
な
い
資
源
を
補

う
よ
う
な
形
で
の
「
相
互
扶
助
」
は
重

要
で
あ
り
、「
稼
ぐ
力
」
を
獲
得
す
る
た

め
の
中
小
企
業
組
合
の
役
割
も
ま
た
重

要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
業
者
や
同
じ
地
域
の
異
業
種
事
業
者

の
連
携
に
期
待
し
た
い
。

　

関
連
し
て
、
地
方
自
治
体
や
関
連
の

中
小
企
業
支
援
機
関
、
地
域
金
融
機
関

の
役
割
も
重
要
で
あ
ろ
う
。『
白
書
』

に
も
多
く
の
参
考
に
な
る
取
組
み
事
例

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、（
公
財
）

ひ
ょ
う
ご
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
取

り
組
む
「
ひ
ょ
う
ご
中
小
企
業
技
術
・

経
営
力
評
価
制
度
」
を
利
用
し
て
資
金

調
達
の
幅
を
広
げ
た（
株
）
森
田
工
務

店
（『
白
書
』
事
例
２

－

５

－

３
）、
勉

強
会
な
ど
の
取
組
み
を
通
じ
て
企
業
経

営
者
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
地
域

企
業
の
み
な
ら
ず
地
域
の
会
計
事
務
所

や
中
小
企
業
診
断
士
な
ど
と
の
信
頼
関

係
を
深
め
て
地
域
中
小
企
業
を
支
援
す

る
豊
川
信
用
金
庫
（『
白
書
』
事
例
２

－

５

－

10
）
は
興
味
深
い
。

　

内
閣
官
房
（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
事
務
局
）
及
び
経
済
産
業
省

が
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
を
情
報
面
か
ら
支
援
す
る
た
め

に
、
２
０
１
５
年
４
月
よ
り
提
供
し
て

い
る
「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
通

称
：「RESAS

」（
リ
ー
サ
ス
）」）
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
経
済

動
向
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
（『
白
書
』
コ
ラ
ム
２

－

３

－

１
）。

こ
う
し
た
分
析
ツ
ー
ル
も
、
自
社
や
周

囲
の
地
域
の
動
向
を
把
握
し
、
将
来
に

向
け
た
戦
略
を
考
え
て
い
く
う
え
で
ぜ

ひ
利
用
し
た
い
。

３
． 

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
次
世
代

経
営
者
の
育
成
を

　

本
稿
の
最
後
に
、『
白
書
』
で
は
明
確

に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
を
一
つ
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

　

中
小
企
業
の
国
際
化
の
必
要
性
は
す

で
に
『
白
書
』
を
通
じ
て
十
分
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
中
長
期
的
な
視
点
に

立
て
ば
、
今
後
必
要
と
思
わ
れ
る
の
は

中
小
企
業
経
営
者
自
身
の
国
際
化
で
あ

る
。
海
外
の
事
情
に
つ
い
て
の
見
識
を

深
め
、
国
際
的
な
動
向
を
考
慮
に
入
れ

た
う
え
で
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
う
進

め
て
い
く
か
を
考
え
実
行
し
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
経
営
者
に
は
求
め
ら
れ
る
。

突
拍
子
も
な
い
ア
イ
デ
ィ
ア
か
も
し
れ

な
い
が
、
例
え
ば
、
後
継
経
営
者
と
な

り
う
る
人
々
に
、
海
外
の
大
学
で
の
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
参
加
や
海
外
企
業

で
の
研
修
な
ど
の
機
会
を
政
策
的
に
与

え
ら
れ
な
い
か
。
他
国
の
同
業
他
社
経

営
者
と
の
交
流
や
幅
広
い
国
際
的
人
脈

づ
く
り
に
よ
っ
て
、
今
後
の
経
営
展
開

に
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
与
え
て
く
れ

る
に
違
い
な
い
。

『
白
書
』
か
ら
学
ぶ
こ
と

〜
ま
と
め
に
代
え
て
〜

Ⅴ
．


